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子ども時代の居場所はどこでしたか？

⚫ 大人がいない場所だからこそ、感じられることやできる
ことがあった。

⚫ 子どもが豊かに育つまち＝子どもが豊かに遊べるまち
⚫ 子どもの居場所が、「大人が設置した場所」、「大人が
必ず関わる場所」としてだけで語られてよいのだろう
か？

⚫ 禁止事項が広がる子どものくらしの中で、大人が作った
場所であっても、子どもが自由に遊べる場所がつくれな
いだろうか？



冒険遊び場（プレーパーク）

⚫コンセプト：

➢ 道具/材料/自然の素材（火・水・木・土など）を
使って、子どもが自ら遊びをつくり、遊び場をつ
くり変えられる遊び場。

⚫世界での広がり

➢ 1943年にデンマークで廃材遊び場として始まる。

➢ イギリス（150か所）やドイツ（400か所）を中心
に広がった。

➢ 日本では1975年から。全国で400か所（常設は約
25か所）以上が活動。

➢ 近年では、香港、ベトナムでも。



冒険遊び場（プレーパーク）

⚫ 開園/開催状況：

➢ 子どもの自由な遊びを保障するため、自治体直営ではなく、
ボランティア団体やNPOによる運営が多い。

➢ 活動により、年数回～週５日以上の開催まで

➢ 関東（41.7％）関西（19.1％）東北（9.8％）北海道（8.3％）

➢ 常設開園の冒険遊び場の例

• 羽根木プレーパーク（東京都世田谷区）

• 渋谷はるのおがわプレーパーク（東京都渋谷区）

• 川崎市子ども夢パーク（神奈川県川崎市）

• うさぎ山プレイパーク（神奈川県横浜市）

• てんぱくプレーパーク（愛知県名古屋市）



冒険遊び場（プレーパーク）

⚫ 利用者層

➢ ０～18歳の子ども。子育て支援の屋外拠点、インフォーマ
ルな地域交流の場として大人も多く利用する。

➢ 保育園/幼稚園/学校の屋外活動の場所としても選ばれるこ
とが多く、その結果、週末に親子で来園する場合もある。

➢ 平日に午前中から開園している場所では、家や学校に居場
所がない子や不登校の子たちの居場所にもなっている。

➢ 夕方以降にも開園している場所では、中高生向けの取り組
みもある。

➢ 水道やたき火が使える場所では、子どもたちによる食を通
した遊びや、中高生、子育て中の親と共につくる食事会等
の取り組みも、長年実施されてきている。



大切にしている視点や理念など

⚫ 冒険遊び場とは：
➢ すべての子どもが自由に遊ぶことを保障する場所であり、子どもは遊ぶことで

自ら育つという認識のもと、子どもと地域と共につくり続けていく、屋外の遊
び場である。

⚫ 大切にしている視点
➢ できるだけ制約を少なくし、プレーリーダー（プレイワーカー）を中心とした

危険管理の中で、工作やたき火、小屋づくり、木登りや様々な挑戦など、子ど
もがやってみたいと考えたことをできるかぎり自由にできるようにしている。

➢ 子どもの本能である「遊ぶ」という行動は、様々な表現で現れるが、その表現
の背景には理由があることを前提として受け止めることを大切にしている。

➢ 子どもは単にもてなされる存在ではなく、自分の大切な場所を自ら守り、広げ
る力を持っている

➢ 子どもが自由に遊ぶことに対して、近隣の人や保護者の温かいまなざしが得ら
れるように、専門職の大人がすべてをこなしてしまうのではなく、「大人の参
画の機会をつくること」「大人同士や大人と子どもの関わり合いの機会を生む
こと」を大切にしている。

➢ 大人がプログラムの提供に限らず、子どもの自由な試行錯誤が生まれるような
素材/道具の準備、関わり方を意識している。



居場所づくりにおける工夫など
（子どもが運営に参画するなど独自の取り組み）

⚫ プレーリーダー（プレイワーカー）を中心に、ふだん
の子どもたちとの会話の中で、安心して、自由に声を
出せるような関係づくりを意識している。子どもは、
安心を感じる場所では信頼できる人に様々なアイデア
や考えを大人とも共有している。

⚫ 子どもが主体となる企画等を通して、遊び場の運営に
参画する機会を持っている。ただし、企画は大きく開
催してたくさんの人をもてなすものとは限らず、その
日に突然に子どもたちの企画で実現するものも多く含
まれる。

➢ 子ども商店街、おまつり、ベーゴマ大会、ホッケー大会など



取り組みの成果（定量、定性等）

⚫ 一日の利用者が多いことだけが大切ではなく、子ども
が自分の居場所として感じられることが大切というこ
とが前提（雨の日でも屋外にあるプレーパークにくる
子は少ないが、大切な場所として訪ねてくる）。

➢ 川崎市子ども夢パーク：年間100,000人

➢ 羽根木プレーパーク：年間50,000人

⚫ 同じ学年、同じクラスの子を超えた子ども同士のつな
がりができる。

⚫ 人と人とが関わり合う文化が大切にされるため、親子
ではない大人と子どもの関わりが生まれる。

⚫ 大人の用意したプログラムではないため、子どもの試
行錯誤の時間を十分に確保できる。



報告書記載の課題に対する対応策や工夫について

⚫ 子どもの居場所は、大人が用意した、子どもだけが出入りする施
設だけで成り立つわけではない。また、専門の大人だけが子ども
を見ることで、子どもとあまり関わりのない人たちとの分断を避
ける必要がある。

⚫ 福祉的な視点だけでなく、まちづくりの視点を持って、日常的か
つインフォーマルな関係性が構築されるプレイス・メイキングの
要素が欠かせない。そして、その２つの視点を併せ持ち、子ども
のリスクへの挑戦を子どもの遊びと居場所を保障できる専門性
（例：プレイワーカー）を有する人の養成のしくみを整えること
が必要と考える。

⚫ イギリスの事例にあるように、インフォーマルな空間も含めた
子どもの環境全体の包括的なアセスメントを通じた指針づくりと
具体的な取り組みが必要と考える。



とりまとめ団体（中間支援団体としての取り組み）

質の保障のための取り組み

⚫ 遊ぶことによって、子どもが自由かつ本能的な表現をするときには、
リスク（物理的/心理的危険）だけでなく、その表現のベネフィット
（効用）とのバランスを考慮した上で、子どもの「やってみたい！」
という気持ちや行動を受け止める力量を持つ人（プレイワーカー）の
育成が欠かせない。

➢ 危険管理講座（日本冒険遊び場づくり協会・オンライン）

➢ プレーリーダーを学ぼう（日本冒険遊び場づくり協会・オンライン）

➢ OJTによる伴走支援トレーニング（TOKYO PLAY・東京都港区）

➢ プレーリーダー養成講座（TOKYO PLAY・山口県山口市ほか）

➢ Play for Good / Basic 講座（日本プレイワーク協会・オンライン）



とりまとめ団体（中間支援団体としての取り組み）

量の拡充・多様な場の確保のための取り組み

⚫ 移動型の遊び場（プレーカー）の展開：日本冒険遊び場づくり協会

➢ 埼玉県など、自治体によるサポートも始まっている

⚫ プレーキット（遊びのきっかけづくり）：日本冒険遊び場づくり協会

⚫ 学習会＋一日プレーパークの実施：日本冒険遊び場づくり協会ほか

⚫ 関連書籍頒布：日本冒険遊び場づくり協会

⚫ イベントの開催（日本冒険遊び場づくり協会）

➢ 日本冒険遊び場づくり協会20周年記念フォーラム

➢ 全国で開催される年度総会関連フォーラム







居場所づくりにおけるステークホルダー

⚫ 保護者：子どもが遊ぶことの重要性や、子どもの危険への挑戦に関
する普及啓発/運営に携わる主体として

⚫ 学校：学校で居場所がない・問題視される子の受け止めに関する共
通認識の確保/いじめ等の関係が継続している場合の状況共有/保護
者も含めた広報先/遠足や総合的学習の受け入れ

⚫ 保育園・幼稚園・放課後児童クラブ：散歩や遠足の受け入れ

⚫ 行政：まちづくり、子ども・若者、生涯学習、公園、子どもの権利
等、行政によって様々な部署が所管になりえる

⚫ 児童相談所：子どもからの相談や緊急一時保護に関わる案件

⚫ 町会・自治会・近隣：子どもや遊びに関する普及啓発、近隣の声な
どに関する対応

⚫ 大学：学生の受け入れ、研究対象

⚫ 児童館：地域内での連携機関として

⚫ 近隣店舗：ダンボールなど遊びに使える素材の提供を受ける

⚫ 子ども食堂等：困難を抱える子どもに関する連携先として


